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参加したみなさんの声

第２回

南部地域協力ネットワーク 設立10周年!

つながる映画上映会

を開催しました！

当日は、ドキュメンタリー映画『風に立つ愛子さん』を上映し
ました。東日本大震災後、想像しなかった避難所での人とのつ
ながりや暖かさ、そして避難所を出た後の時間の中で、おひと
りさまとしての暮らしや孤独、地域とどのように関わっていく
か。観た方々が、それぞれの身近な人を思い浮かべ、考えるよ
うな作品となっています。

上映後には、藤川監督を交えてトークセッションが行われました。
藤川監督は、愛子さんを8年間追い続けた理由について、撮影を通し
て築かれた関係の中で「途中でやめてはいけない」という思いが
あったことや、映画を通して同じように一人で暮らす被災者の存在
を知ってもらいたいという思いがあったと語りました。また、災害
後の暮らしの中で孤立を防ぐためには、「深い関係だけでなく、
ゆるやかなつながりをいくつも持つことが大切」との意見もあり、
日頃から地域で顔の見える関係を築くことの大切さについて話し合
われました。

トークセッションの様子

・企画者の想いを聞けて良かったです。地域のつながりを念頭に置いた話が、

  普通の上映会との違いを感じられました。

・つながりとは何だろうと考えさせられた。

・切り口が斬新だと感じた。被災者の1人1人にいろんな事情や思いがあるという

  当たり前のことを改めて感じた。

会場の様子

令和８年３月14日（土）、J:COMコール田無に
て、南部地域協力ネットワーク設立10周年記念
事業「つながる映画上映会」を開催しました。
当日はおよそ100人の方にご来場いただきまし
た！

検討委員会では、「地域コミュニティあり方検討委員会報告書」を取りまとめ、この報告
書や皆さんからいただいた意見をもとに、基本方針を改定していきます。

詳細は市ＨＰから
ご確認ください▶

地域コミュニティあり方検討委員会 報告

コロナ禍を挟み地域のつながりも少しずつ変わってきています。
西東京市は地域コミュニティあり方検討委員会を立ち上げ、地域コミュニティの現状把握とこれ
までの取組を振り返り、西東京市におけるコミュニティ政策の方向性について検討を行いまし
た。



参加したみなさんの声

・大規模で普段できない貴重な体験でした。

・訓練なのにちゃんと動けなかったので本当の災害で動けるか

  怖くなり、しっかり備えていきたいと思いました。

防災訓練やってみようかな？と思ったら、まずはお気軽にご相談ください！▼防災訓練やってみようかな？と思ったら、まずはお気軽にご相談ください！▼

西東京消防署   地域防災担当：    　  042-421-0119 西東京消防署   地域防災担当：    　  042-421-0119 nisitokyo2@tfd.metro.tokyo.jpnisitokyo2@tfd.metro.tokyo.jp

みんなで協力して

下敷きになった人を救助

三角巾を使ったケガの処置

みんなで集合写真

リアル防災イベントを実施！

 令和８年２月15日（日）、西東京消防署では早稲田大学
野球部と合同で、当署初の試みである防災とスポーツを
組み合わせた「ワセダ『防災×スポーツ』チャレンジ！」
を開催しました。
　このイベントは、東伏見エリアで地域の様々な団体が
参加する防災訓練を実施することで、新たな繋がりが構
築される場となることを
目指すとともに、住民同士が協力し合い、災害時に助け
合う「共助」の大切さを体感し、防災行動力を高めるこ
とを目的に開催しました。

イベントは二部構成とし、第一部では子供向けのティー
ボール体験を、第二部では大人と子供に分かれ、大人に
はリアル防災訓練、子どもには防災体験に
参加いただきました。
リアル防災訓練は、東伏見で大地震が発生して建物が倒
壊し、多数のケガ人が発生した想定で実施しました。救
助チーム、救護チームに分かれ、救助した人を応急処置
して救護所まで搬送するという一連の流れを訓練するこ
とができ、防災訓練の最後には、野球ボールを水に見立
てたボールバケツリレーを全員で実施し、楽しみながら
も声をかけ合い、協力して行動することで災害時に助け
合う「共助」に繋がる訓練を実施しました。

消費者センターの「出前講座」をご利用ください

日頃、市民の皆さんの相談に応じている消費生活相談員が講師として伺い、
よくある相談事例や悪質商法の手口など、消費者生活に関する出前講座を実
施しています。
自治会やグループ等でご利用いただけます。
ご要望がございましたら、下記の協働コミュニティ課にご連絡ください。

発行：西東京市生活文化スポーツ部協働コミュニティ課　042-420-2821
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